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・道内の物流取組事例の紹介
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取組の概要 釧路のイオン2店に納品する日用品、衣料品の一部商品を陸送からRORO定期船による海上輸送に切り替える
実証実験を実施

実施主体 イオン北海道株式会社、釧路市、北海道センコー株式会社、栗林商船株式会社
実証実験の概要 対象店舗 イオン釧路店、イオン釧路昭和店

対象商品 くらしの品（住居余暇商品、ヘルス＆ビューティーケア商品）、衣料品
日時 ・日程①

2024年５月23日（木）道央圏配送センタ→苫小牧港にトラック輸送（苫小牧港発18時）
2024年５月24日（金）釧路港→釧路市内の店舗にトラック輸送（釧路港着：８時予定 ）
・日程②
2024年５月24日（金） 苫小牧港発 （※時間、場所などの内容については、日程①と同様）
2024年５月25日（土） 釧路港着

実施により
見込まれる効果

陸上輸送で使用するトラックの車両便数削減やそれに伴うドライバー不足問題の解消
トラックから排出されるＣＯ２排出削減を見込む。(週４回実施した場合、トラック運行距離は月間
約２９,０００キロ、ＣＯ２排出量は月間約２１，０００ｋｇ-ＣＯ２の削減効果を想定）
冬季間の降雪時や災害により、陸路や鉄道が遮断された場合の輸送（ＢＣＰ対策）として活用

今後について 釧路市では、物流2024年問題など物流課題解決に向けて、「釧路港将来ビジョン」の策定や「釧路港物
流ワーキング」を開催しています。【※】

モーダルシフト
（海上輸送）の
流れ

道内の物流取組事例の紹介
■事例① 日用品の店舗配送におけるモーダルシフト実証実験(イオン北海道)

出典：2024年5月20日付けプレスリリース資料「モーダルシフト配送による店舗配送実証実験について」（イオン北海道（株）、釧路市、栗林商船（株））
https://www.aeon-hokkaido.jp/control-panel/wp-content/uploads/2024/05/news_24052002.pdf

※【非公表】第5回北海道物流研究会資料「道東エリアRORO船によるモーダルシフト配送実証実験報告」（イオン北海道(株)、釧路市、栗林商船(株)、北海道センコー(株)）p7

研究会用として企業等の承諾を得てまとめた資料のため、
内容は下記の出典をご覧ください。
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取組の概要 苫小牧市から幌延町へ輸送している飼料の全量のうち一部について、長時間かけてトラック輸送をしていた行程の一部を、
鉄道貨物輸送に切り替えるモーダルシフトを実施

実施主体 ホクレン農業協同組合連合会
モーダルシフトの
概要

「苫小牧市⇒幌延町のトラック輸送(片道5時間以上)」で行っていた飼料（家畜のエサ）の輸送を、「苫小牧の集荷
先⇒トラック輸送⇒JR苫小牧駅⇒鉄道貨物輸送⇒JR名寄オフレールステーション⇒トラック輸送⇒幌延町の納品
先」に変更
令和５年１月から取組を開始

実施により
見込まれる効果

ドライバー拘束時間の削減：トラック輸送による運転時間が、片道で約５時間から約30％短縮となった。
輸送力の確保が容易となる

実施イメージ

道内の物流取組事例の紹介
■事例② 飼料のトラック輸送から鉄道貨物輸送へのモーダルシフト (ホクレン)

出典：物流業界の「２０２４年問題」対策セミナー『物流業界の「２０２４年問題」対策セミナー講演資料」』（ホクレン農業協同組合連合会）
https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/jidousya/kamotsu/00001_00219.html

研究会用として企業等の承諾を得てまとめた資料のため、
内容は下記の出典をご覧ください。


